
メ
ン
バ
ー
コ
ラ
ム

　
　
　「
夢
見
る
約
束
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
英
之

　
絵
を
見
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
ミ
ル
ト
ー
ク
で
学
ん
だ
事
だ
。
見

て
い
る
よ
う
で
見
て
い
な
い
。
直
観
は
予
感
を
示
唆
し
こ
そ
す
れ
、
正

確
な
知
覚
を
与
え
て
は
く
れ
な
い
。
前
者
の
速
力
に
後
者
は
立
ち
遅
れ

て
現
れ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
い
う
。
大
事
な
こ
と
は
、
い
か
に
こ
の
眼

で
知
覚
す
る
に
い
た
る
か
で
は
な
い
、
と
。
反
対
に
、
眼
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
な
ぜ
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ
る
、
と
。
こ
の
眼
の
持
つ

精
緻
な
仕
組
み
は
、
見
る
こ
と
を
極
め
る
べ
く
生
ま
れ
た
と
い
う
よ
り

も
、
何
を
見
せ
な
い
か
を
基
軸
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
調
度
品
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
絵
を
見
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
意
味
や
主
題
を
理
解
す
る
た
め
に

で
は
な
く
、
絵
を
見
る
た
め
に
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
見
る
経
験
を
言

葉
に
し
、
言
葉
に
さ
れ
た
「
見
る
」
を
聴
く
。
私
は
、
見
る
こ
と
を
補

う
た
め
の
言
葉
を
こ
え
て
、
絵
を
見
る
こ
と
が
見
る
こ
と
そ
の
も
の
を

取
り
戻
す
出
来
事
に
ま
で
つ
き
ぬ
け
て
い
く
日
を
、
ミ
ル
ト
ー
ク
に
夢

見
て
い
る
。

　
考
え
を
言
葉
に
す
る
の
も
時
間
が
か
か
る
。
哲
学
カ
フ
ェ
で
学
ん
だ

事
だ
。
直
観
は
思
い
つ
き
を
与
え
て
も
表
現
す
る
言
葉
を
授
け
て
く
れ

な
い
。
言
語
抜
き
に
思
惟
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
十
全
な
思
考

と
表
現
の
た
め
に
言
語
が
最
適
化
さ
れ
て
る
わ
け
で
も
な
い
。
先
の
哲

学
者
は
い
う
。
つ
ま
り
そ
も
そ
も
言
語
は
哲
学
仕
様
で
は
な
い
の
だ
、と
。

「
哲
学
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
た
が
っ
て
、
思
考
作
業
の
習
慣
的
方
向

を
逆
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」、
と
。
言
に
従
い
、
類
比
を
進
め
て
、
こ
う

問
え
る
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
考
え
る
べ
き
は
、
言
葉
で
い
か
に

思
考
す
る
か
で
は
な
く
、
言
葉
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
思
考
可
能
な

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
。

　
言
語
は
思
考
の
全
き
を
得
る
向
き
に
な
く
、
何
を
思
考
さ
せ
ず
語
ら

せ
な
い
か
を
軸
に
、
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
私
は
、
も
ぞ
も
ぞ
し
た
言
葉
の

奥
に
黙
さ
れ
た
思
考
と
の
偶
然
の
出
会
い
を
、
哲
学
カ
フ
ェ
に
夢
見
て

い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

カ
フ
ェ
フ
ィ
ロ
事
務
局
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
担
当
。
そ
の
昔KAVC

で

ミ
ル
ト
ー
ク
を
は
じ
め
た
。
近
年
は
テ
ツ
ド
ク
！
を
定
期
開
催
。
今
年

の
晩
夏
に
は
演
劇
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
新
企
画
を
計
画
中
。

瓦版　２０１０年 6月号

Pick up イベント　
哲学カフェ「伝わるとはどういうことか」

日時：5月 16日（日）16:00～18:00 
場所：クロスロードカフェ（伊丹） 
進行：池田光曜

　今回の哲学カフェのテーマは当日、参加者で話し合って決める
ことになっていた。そこで候補として挙げられたのは次の三つ、「伝
わるとはどういうことか」と「なぜ伝えたいと思うのか」と、こ
の二つを組み合わせた「伝わるとはどういうことか―なぜ伝えた
いと思うか―」だった。最終的に一番目のものに決定したが、テー
マを決めるのは予想以上に難しかった。テーマ決めと並行し、ど
んどん議論の内容に入っていってしまったために、どのようなテー
マにするのが適切なのか、判断が難しくなっていたように感じた。
　テーマを決定した後の議論では、テーマの提案者から出された
「次の世代の人に自分たちは何が伝えられるのか」という論点から
始まり、様々な意見が出された。まず、大人が子どもに何かを伝
える場面について考え、伝える人と伝えられる人はそれぞれに『世
界』を持っていて、この『世界』の違いによってあることが伝わっ
たり伝わらなかったりする、という意見が出され、議論の前半は
この『世界』という言葉を中心に進んでいった。また、後半では
儀礼的に何かを言うことと、本当にそう思って何かを言うこと（例
えば儀礼的に「美味しかった」と言うことと、本当にそう思って「美
味しかった」と言うこと）では伝わるものがどう違うのかについ
て意見が交わされた。
　哲学カフェの進行役を務めたのは今回が初めてだった。その不
安と緊張の中、興味深いと感じたのは、意見を自分の経験ととも

クロスロードカフェ：阪急伊丹駅より徒歩５分・ＪＲ伊丹駅より徒歩５分。三
軒寺広場のすてきな喫茶店。手作りのおいしいケーキとドリンク付きで哲学
カフェが楽しめる。
　　　　　　　　　　　　兵庫県伊丹市中央 3-2-4　TEL 072-777-1369

【伊丹での哲学カフェ】
［伊丹まちづくり会議 ]の方に声をかけていただき、共催で、二ヶ月に一回、
伊丹のクロスロードカフェにて開催している。話しやすい雰囲気のカフェ
で、進行役をしてみたいけれど、まだ経験がない、という者にとって、初
挑戦の場ともなっている。

 

に話すという、参加者の意見の述べ方だった。意見を聞く際
には、発言者が話す経験が議論のテーマやその人の意見にど
のように結びついているのかを考えることがとても重要にな
ると感じた。　　　　

（報告・池田光曜／大阪大学学部生）



 

 

 

 　
五
月
十
二
日
、
中
之
島
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ
で
開
か

れ
た
哲
学
カ
フ
ェ
で
進
行
役
を
務
め
た
。今
回
の
テ
ー

マ
は
「
無
償
の
贈
与
は
成
り
立
つ
か
？
」。
中
之
島
哲

学
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
四
月
か
ら
五
月
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
贈
与
」
を
め
ぐ
る
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
多
く
の
参
加

者
に
発
言
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
取
り
組
み

や
す
い
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
選
ん
だ
。

　
当
日
の
哲
学
カ
フ
ェ
に
は
、
平
日
の
夜
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
五
十
名
以
上
の
方
が
来
場
さ
れ
た
。

　
実
際
の
対
話
で
は
、「
成
り
立
つ
」
と
い
う
意
見
が

多
く
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
贈
与
す
る
側
の
気
持
ち

の
持
ち
よ
う
、
特
に
贈
与
の
後
に
生
じ
る
満
足
感
が

多
く
挙
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、「
満
足
感
は
自
分
の
内

部
で
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
外
部
か
ら
到
来
す
る

も
の
で
な
い
以
上
、
そ
れ
は
見
返
り
と
は
い
え
な
い
」

な
ど
。
他
に
も
、「
無
償
の
贈
与
と
い
う
言
葉
は
そ
も

そ
も
矛
盾
し
て
い
る
」
と
い
う
意
見
や
、「
成
り
立
つ

か
ど
う
か
は
、
贈
与
す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
関
係
性

に
よ
っ
て
変
わ
る
」
と
い
う
意
見
が
何
度
か
出
て
き

て
、
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
今
回
の
哲
学
カ
フ
ェ
で
は
多
く
の
方
の
意

見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
反
面
、
進
行
す

る
に
あ
た
っ
て
は
か
な
り
苦
戦
し
た
。
数
十
人
も
の

方
か
ら
次
々
に
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
時
に
重

な
り
、
ま
た
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
対
話
は
込
み

入
っ
た
経
過
を
辿
っ
て
い
く
。
対
話
は
直
線
的
に
は

進
ん
で
い
か
ず
、
あ
と
一
歩
の
進
展
が
な
か
な
か
見

ら
れ
な
い
の
だ
。
そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
よ
う

務
め
る
こ
と
は
進
行
役
の
役
目
だ
が
、
私
は
今
回
そ

う
器
用
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
私

と
同
時
に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
困
難
に
直
面
し
て

お
り
、
そ
れ
を
共
に
引
き
受
け
て
、
対
話
を
前
に
進

め
よ
う
と
努
め
て
く
れ
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
そ
う

し
た
対
話
を
支
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
で
き
た
こ
と

は
、
対
話
に
お
け
る
あ
と
一
歩
の
進
展
に
劣
ら
ず
有

意
義
だ
っ
た
と
思
う
。

（
報
告
：
深
田
千
晃
） 

2010年４～５月の活動一覧
4 月 11日　哲学カフェ「桜と日本人」　さする庵　ひし形（高橋綾＋尾崎日菜子）
4月 14日　哲学カフェ「人にあげられないものとは？」　アートエリアB１　森本誠一
4月 18日　シネマ哲学カフェ『ウィニングチケット～遥かなるブダペスト』　　シネ・ヌーヴォー　中川雅道
4月 18日　書評カフェ：村瀬学『「あなた」の哲学』　カフェ P/S　三浦隆宏
4月 23日　対話セミナー：問答法にチャレンジする（２）　アートエリアB１　中川雅道
5月 8日　 哲学カフェ「幸福とは何か？」　カフェテラス古瀬戸　寺田俊郎
5月 9日　 シネマ哲学カフェ『アンドレイ・ルブリョフ』　シネ・ヌーヴォー　中川雅道
5月 9日　 哲学カフェ「じぶんってなに／だれ？」　せんだいメディアテーク　西村高宏
5月 12日　哲学カフェ「無償の贈与は成立するか？」　アートエリアB１　深田千晃
5月 15日　哲学カフェ「教育格差は悪か？」とよなか国際交流センター　高山佳子
5月 16日　哲学カフェ「真面目とは？」　コーヒーショップ JUN　深田千晃
5月 16日　哲学カフェ「伝わるとはどういうことか？」　クロスロードカフェ　池田光曜
5月 21日　セミナー「臓器移植法改正̶何が変わるの？」　アートエリアB１　紀平知樹
5月 24日　テツドク（哲読）！　第７回：岡本太郎『沖縄文化論』　さする庵　樫本直樹
5月 25日　哲学カフェ「なぜ結婚するのか？」　神戸市北区子育て支援センター　松川絵里
5月 30日　メディカルカフェ「痛みの表現と伝え方」　カフェ P/S　森本誠一
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CAFÉ PHILO（カフェフィロ）
2005年、大阪大学・臨床哲学研究室のメンバーを中心に発足、哲学カフェ、哲学対話セミナー
（こども／大人対象）など、哲学の対話を促進する活動を展開中。

〒537-0023　大阪市東成区玉津 3丁目８－６ロイヤル丸文Ⅱ406号室　たまてばこ内　
e-mail : info@cafephilo.jp　　　http://www.cafephilo.jp
哲学喫茶瓦版　2010年 6月 30日発行
発行人：高橋綾　編集・デザイン：井尻貴子

京阪電鉄中之島線「なにわ橋駅」地下構内に設けられたアート
エリアＢ１。中之島哲学コレージュでは、哲学カフェや書評カ
フェ、公開セミナーといったプログラムを提供している。

 

カフェフィロでは、カフェフィロの活動に賛同し協力してくださる賛助会員（年会費 3,000 円）を募集しています。
会員の方には、『哲学喫茶』最新号と、『哲学喫茶　瓦版』（隔月発行）をお送りします。詳しくinfo@cafephilo.jpまで。

 

 

賛助会員
募集中！
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  日
時
：
五
月
十
二
日
（
水
）

場
所
：
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１

進
行
：
深
田
千
晃

 

 

 

【
中
之
島
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ
】

中
之
島
哲
学
コ
レ
ー
ジ
ュ

四
月
十
四
日　
哲
学
カ
フ
ェ
「
人
に
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
と
は
？
」　　
　
森
本
誠
一

四
月
二
十
三
日　
対
話
セ
ミ
ナ
ー
：
問
答
法
に
チ
ャ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
す
る
（
２
）　
中
川
雅
道

五
月
十
二
日　
哲
学
カ
フ
ェ
「
無
償
の
贈
与
は
成
立
す
る

　
　
　
　
　
　
か
？
」　
深
田
千
晃

五
月
二
十
一
日　
セ
ミ
ナ
ー
「
臓
器
移
植
法
改
正―

何
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
る
の
？
」　
紀
平
知
樹
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中
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哲
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コ
レ
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ジ
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哲
学
カ
フ
ェ
「
無
償
の
贈
与
は
成
り
立
つ
か
？
」

 

 

 


